
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 名 等 高山市立中山中学校 

実 施 日 時 通年 

会 場 学校・家庭 

参 加 人 数 全生徒５０７名・全保護者 

学習課題:分野 ネット機器使用の約束づくり 

運営者の願い 

ネット機器の浸透により様々なトラブルが発生し、中学生の心身に重大

な影響を及ぼしている。「何をどう指導すればよいのか？」と、苦悩して

いる親も多い。三者（生徒・保護者・学校）が連携して取り組み、「賢く

ネット機器を使える子ども～自分たちで決めて、自分たちで守る～」の育

成を目指す。 

学 習 の 内 容 

4月の PTA保健委員会で、子どものネット機器の悪影響が話題となった。親として何かできること

はないかと考え、他地区の取組も参考にしながら、生徒・保護者・学校との話し合いを重ねた。 

＜「ネット機器使用の約束」策定までの流れ＞ 

  ◇ ４月１７日 PTA保健委員会にて 

   ネット機器の浸透により、いじめやトラブルが発生していることが話題。保健委員会としては、保

護者の協力を得ながらこの問題に取り組んでいくことに決定。 

  ◇ ４月２８日 PTA総会にて 

   出席者に対して、「ネット機器に関するルール作りのための意識調査アンケート」に協力依頼。 

◇ ６月 第１回保護者アンケート実施。 その後、結果分析。 

     保護者用アンケートの集計・結果分析は PTAが、生徒用は学校が行う。 

    親のアンケート結果 

       ・ 学校がスマホ等に関する取り組みをすることに         賛成 ９４％ 

       ・ ９時以降のスマホ等の使用を控えるように約束することに      賛成 ９８％ 

        ○便利だが、いじめやトラブル、あるいは依存症になる恐れもある。持たせる必要なし。 

○相手があることなので、家庭内だけの約束では上手くいかない。是非、規制を。 

○組織的なルール作りにより、子どもが自分で考え意識して使えるようになることを期待。 

▲一律の使用制限に危機感/デメリットばかり考えても子は納得せず/規制しても無駄。  

◇ ７月 親子学習会：「ネット機器に潜む危険性」  講師：北川祐美氏 

◇ ～１０月アンケート結果を踏まえて 

    PTAで原案を作成。その後、生徒は各クラスで２回討議 ⇒生徒議会⇒生徒会決議 

   ⇒１０月１４日 全保護者への決定文書を配布し協力を依頼。 

 

 

＜策定後の取り組み＞ その後の意識変化や定着度に注視。 

 ◇  １１月～１２月 第２回保護者アンケート：策定後の結果分析。 

  子・親のアンケートの結果 ：約束通り、１０時以降のスマホ等の使用を控えているか 

           控えている 親８２％  子８６％    （注）「わからない」と回答した親は６％ 

           控えてない 親 ９％  子１２％  

      ○みんなで決めたので、聞く耳を持つようになった。/自分で考えて使えるようになった。 

      ○家族で過ごす時間が充実した。/親もネット機器の使い方について反省した。 

      △意識づけとしては良いが、守るのは難しいようだ。 ▲隠れてやっているようだ。 

 ◇  ２月１２日 「新１年生入学説明会」にて 

PTA役員が新１年生の保護者に対して「ネットの約束」に関して説明し、協力依頼。 

同時に、生徒会役員が新１年生に対して「ネットの約束」に関して説明し、協力依頼。   

＜成果＞ 第２回目の結果から、「ネット機器の約束」は良く守られている。「家族で約束を

決める」は一昨年の１２月と比べて２倍になり、家族間での約束もよく守られてい

る。しかも、ほとんどの生徒や保護者が「この約束ができて良かった」と回答。親

と子が話し合って決めた約束だからこそ効果が上がっている。 

<今後に向けて＞ 今後さらにこの活動を推進するためには、具体的に何を、どのようにすべきかを

考え、行動に移していく必要がある。 

学校行事参加型＋講演会型＋在宅取組型（中学校） 
あらゆる機会（PTA 総会・

学級懇談会・新１年生入学説

明会等）を捉え、保護者に対

して協力依頼と啓発活動を

されている。 

PTA 

意見 

 

中山中学校 「ネット機器使用の約束」→ 次ページ資料添付  

PTA実行委員会にて討議を重ねる 

PTA 

意見 

総会で保護者に協力依頼⇒

第１回保護者アンケート実

施・分析⇒PTA 原案作成⇒生

徒全員が原案討議（２回）⇒

PTA 改定案作成⇒生徒会によ

る承認⇒｢中山中ネット機器使

用の約束｣を保護者・生徒・学

校３者連名で配布。この一連の

流れが素晴らしい。 「親の思

い」が、思いだけに留まらず即

座に行動。三者が連携し合って

成果も上がっている。 

 

  

PTA 役員は新１年生の保護

者に対して、「ネットの約束」を

説明。一方、生徒会役員は新１

年生に対して、プレゼンを使っ

てより分かりやすい説明。どち

らも、主体的に関わって行動に

移す。 

合意し生徒会長と PTA会長握手 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２回目（ネット機器

策定後の追跡調査）ア

ンケート用紙】 

 策定後の取組状況

や保護者の意識変化

等に注目されその後

の活動にも活かされ

ています。 

「約束１．～３．」の中

で、１．を最重要ポイ

ントとみなす。「最もベ

ースになるところは家

庭であること」を認識

してもらい、「まず約束

を決めて、家族で決め

た約束は必ず守ろう」

という強い願いが込め

られている。 

【２回目（ネット機器

策定後の追跡調査）ア

ンケート用紙】 

 策定後の取組状況

や保護者の意識変化

等に注目されその後

の活動にも生かして

いる。 


